
1.

2.
(1) 目的

(2) 具体的な内容

3.

4. ２３，０００ 千円（Ａ）

5.

(1) １２，５１１  千円

(2) ２，１８０　千円

(3)

金額

　　　　　   　  千円

　　　　　   　  千円

　　　　　   　  千円

１４，６９１ 千円

6.

(1)

支出先 金額

アジア航測（株） 　　　　　   　１，９４１  千円

（有）田園都市研究所 　　　　　   　２，０２３  千円

　　　　　     ３，９６４  千円（Ｂ）

(2)

支出先 金額

委員、職員等 １，２０４  千円

ガイダンス講師等 ６１  千円

臨時職員等 ６４９  千円

パソコンリース会社等 ９５  千円

１，１１８  千円

１　千円

　１２０  千円

３，２４８  千円

7.

金額

１，０９５  千円

千円

１，０９５  千円

8. １７．２３  ％（Ｂ/Ａ）再補助・再委託等の割合

（様式２）

外部への支出

外部に再補助・再委託等されているものに関する支出

(１)以外の支出

その他

一般管理費

その他の管理費

事業の目的及び内容

内容

消費税及び地方消費税

旅費

講師謝金

損料借料等

消耗品等

保険料

合計

支出内容

合計

支出内容

合計

尾瀬情報提供システム等拡張業務

尾瀬国立公園における利用集中に伴う影響調査

賃金

ウェブサイト管理費

内容

合計

合計

（財）尾瀬保護財団

人件費

交付実績額

補助金等における管理費

補助金等の名称 平成２０年度尾瀬国立公園利用適正化推進事業委託

尾瀬国立公園は、貴重な植物が多数分布する極めて高い自然
的価値を持つ地域であるが、利用集中などによる自然環境に対
する影響が懸念されている。
この様な状況の中で、貴重で繊細な尾瀬の自然環境を将来にわ
たり保全していくために、利用適正化システムの策定、運用、並
行して同システムの改善・充実を図るとともに、尾瀬の今後のあ
り方について取りまとめた「尾瀬ビジョン」に沿った利用適正化を
推進するため、その進行促進・管理を行う「尾瀬国立公園協議
会」の協議・検討に資する取組みを行う。

快適利用の促進、情報提供のあり方検討、利用集中に伴う影響
評価、ツキノワグマ対策、至仏山における携帯トイレ導入検討な
ど

補助金等支出明細書

交付先の公益法人の名称


